
例　　言

１．本書は、袖ケ浦市飯富 3,544 番 6 他に所在する山野貝塚について、これまでの調査成果を総括した調査報

    告書である。

２．山野貝塚における発掘調査は７次に亘り実施されている。各調査の調査期間及び調査機関等については、

　　下記のとおりである。

　　発掘調査

　　　　第１次調査　期間：昭和 48 年５月 10 日～昭和 48 年９月 25 日　面積：約 500 ㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富字山野 3,544 番６

　　　　　　　　　　調査機関：財団法人千葉県都市公社文化財調査事務所　　調査担当者：野村幸希

　　　　第２次調査　期間：平成４年 10 月１日～平成４年 10 月 30 日　面積：200 ㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富 3,545 番５他

　　　　　　　　　　調査機関：財団法人千葉県文化財センター　　調査担当者：上守秀明

　　　　第３次調査　期間：平成 24 年１月 18 日～平成 24 年１月 30 日　面積：95.4 ／ 6,673 ㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富 3,521 番２他

　　　　　　　　　　調査機関：袖ケ浦市教育委員会　　調査担当者：西原崇浩

　　　　第４次調査　期間：平成 24 年７月 17 日～平成 24 年７月 30 日　面積：30 ／ 1,685 ㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富 3,516 番 21 他

　　　　　　　　　　調査機関：袖ケ浦市教育委員会　調査担当者：田中大介

　　　　第５次調査　期間：平成 25 年１月 28 日～平成 25 年２月８日　面積：18.7 ／ 179 ㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富 3,544 番 17

　　　　　　　　　　調査機関：袖ケ浦市教育委員会　調査担当者：田中大介

　　　　第６次調査　期間：平成 26 年２月 12 日～平成 26 年２月 21 日　面積：36 ／ 1,666 ㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富 3,550 番３他

　　　　　　　　　　調査機関：袖ケ浦市教育委員会　調査担当者：田中大介

　　　　第７次調査　期間：平成 26年12月15日～平成 26年12月25日　面積：14／1,553㎡下層４／1,553㎡

　　　　　　　　　　所在地：千葉県袖ケ浦市飯富 3,516 番８他

　　　　　　　　　　調査機関：袖ケ浦市教育委員会　調査担当者：田中大介

　　整理作業・報告書刊行

　　　　　　　　　　期間：平成 25 年度～平成 27 年度

　　　　　　　　　　調査機関：袖ケ浦市教育委員会

　　　　　　　　　　担当者：田中大介・西原崇浩

３．本書で使用した地形図は下記の通りである。

　　第４図　国土地理院発行 25,000 分の1地形図「姉崎」・「上総横田」・「奈良輪」・「木更津」・「久留里」・「鹿野山」

　　第５図　袖ケ浦市発行　 2,500 分の 1地形図　No.18

４．原稿執筆者は以下のとおりである。なお、石器石材鑑定と動物遺体の分析及び各原稿執筆については外

　　部の方々に依頼し、玉稿を賜った。

　　第１章第１、２節　田中大介

　　第１章第３、４節　西原崇浩

　　第２章第１、２、４節　田中大介

　　第２章第３節　西原崇浩



　　第３章第１、２節、第３節１～３、５、６　田中大介

　　第３章第３節４　石器石材分析　柴田　徹（有限会社考古石材研究所）

　　第４章第１節、２節１～３　田中大介

　　第４章第２節４　微小貝類遺体　黒住耐二（千葉県立中央博物館）

　　第４章第３節１　分析資料と分析方法の概要、同２　脊椎動物全体の概要　樋泉岳二（早稲田大学）

　　第４章第３節３　魚類・両生類・爬虫類、同５　哺乳類　樋泉岳二、服部智至（（公財）千葉県教育振

　　興財団）、小川慶一郎（東京学芸大学）

　　第４章第３節４　鳥類　江田真毅（北海道大学総合博物館）

　　第４章第４節　人骨の分析　佐宗亜衣子・諏訪　元（東京大学総合研究博物館）

　　第４章第５節　山野貝塚から出土した縄文時代人骨の同位体分析と放射性炭素年代　米田　穣・尾嵜大真・

　　大森貴之（東京大学総合研究博物館）、小林紘一・伊藤　茂（株式会社パレオ・ラボ）

　　第５章　田中大介

５．本書に掲載した写真は、遺構については各調査担当者が、遺物については、鳥骨は江田、人骨は佐宗、そ

　　れ以外は西原が撮影した。

６．今回の発掘調査に伴う出土遺物・記録類等は袖ケ浦市教育委員会、東京大学総合研究博物館で保管している。

７．第３章第３節２土製品（１）土偶・土版の第 75 図１・６～９、第 76 図 11・13 ～ 16、第 77 図 19・

    20・22 図の実測図は山本哲也氏が実測し、平成元年（1989）に（財）君津郡市文化財センターが刊行した『君

　　津郡市文化財センター研究紀要』Ⅲに掲載した実測図の掲載許可をいただき転載した。

８．第３章第３節３石器・石製品の第 94 図 62 独鈷石の実測図は、小澤清男氏が実測し、平成 23 年（2011）

　　に千葉市立加曽利貝塚博物館が刊行した『貝塚博物館紀要』第 38 号に掲載した実測図の掲載許可をい

    ただき転載した。

９．発掘調査から報告書刊行に至るまで、文化庁、千葉県教育委員会、（公財）千葉県教育振興財団、東京大

学総合研究博物館の各機関、地権者の方々をはじめ、阿部昭典、今村啓爾、江田真毅、岡本東三、小川慶一郎、

小澤清男、梶原正方、黒住耐二、坂本　匠、佐宗亜衣子、笹生　衛、柴田　徹、鈴木仲秋、諏訪　元　、

髙橋　克、千葉　豊、樋泉岳二、成田篤彦、西野雅人、日塔和彦、服部智至、村田六郎太、山田常雄、山

本哲也、米田　穣の各氏には多大なるご指導、ご協力を頂いた。記して謝意を表したい（個人五十音順、

敬称略）。

凡　　例
１．挿図の縮尺は各図に明記した通りである。方位は、第１次調査については磁北、第２次調査以降について

は座標北とした。

２．検出された遺構については以下のように略記号に数値を振った。

　　住居－ＳＩ　土坑－ＳＫ　

なお、住居については、住居跡、住居址、竪穴住居などと一般に表記されるが、本報告では「住居」に統

一した。また、第１次調査の北東側斜面で検出されたローム質黄褐色土については、人為的に移動された

土層と考え、本報告では「盛土遺構」と表記する。

３．遺構平面図および土層断面図中の「Ｋ」は撹乱を示す。

４．遺構実測図中のドットは遺物の出土位置を示し、その内容は各図の凡例のとおりである。

５．遺物実測図脇の数値は出土グリッド、取り上げ層位、本文層位を示す。

６．属性表の計測値の（　）付きの数値は残存値、推定値を示す。

７．本報告に掲載した表については、附属の CD-R に収録した。また、型式、種類別土器重量表、土器観察表、

貝類同定結果、貝類計測値データについては、付表として CD-R のみに収録した。

　　なお、CD-R 収録内容と印刷内容に相異があった場合、印刷内容を優先する。
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状を呈し、側面から見ると裏面に方向に突き出す弧状を呈する。上部両端が円形状に欠損しているため、腕

部がついていたも可能性も考えられる。表面は２条の円形沈線を中心に左右と下部に弧線文、上部に直線状

の沈線が施される。裏面は無節縄文施文後、中央に渦巻き状の沈線を施文し、その左右に弧線文、上部に１

条の横位沈線、下部に２条の横位沈線を施文する。Ｅ 40 グリッドの２層から出土しており、土器出土量の

関係からⅠ－２段階としているが、耕作土直下であり、撹乱を受けている可能性もある。20 は晩期の土偶

の胴部である。表面は胸部と腹部に刻みが施される円形の貼付を施し顔状を呈する。腹部の口状の貼付の左

右及び腋部に三叉文が施される。裏面は、中央に入り組み三叉文が施文されその内側に単節ＲＬ縄文が充填

されるようである。沈線はいずれも深く施される。胎土に雲母等の粒子を多量に含み、色調が淡褐色を呈す

ることから、在地で製作されたものではない可能性もある。21 は中空土偶の腕部あるいは肩部の破片であ

ろうか。外面は隆帯を貼付後、単節ＲＬ縄文を施し、その後沈線や三叉文を施す。黒色を呈し、ごく一部に

赤彩の痕跡が認められる。内面は粗い作りである。22 は土版の破片である。表面に眉、目及び鼻を表現し

た隆帯を貼り付ける。

引用文献

山本哲也 1989「君津地方の土偶」『君津郡市文化財センター研究紀要』Ⅲ　（財）君津郡市文化財センター

（２）土器片錘（第 73・78 図）

　土器片に抉りがあるものを土器片錘とした。一部抉りが不明瞭なものも含む。合計 64 点出土した。段階

別の出土点数をみると、表土（耕作土）と出土層位不明を除いた 46 点中、Ⅰ－１が３点（6.5％）、Ⅰ－２

が 30 点（65.2％）、Ⅱが２点（4.3％）、Ⅲが９点（19.6％）、Ⅳ－２が２点（4.3％）となり、Ⅰ－２段階か

らの出土点数が圧倒的に多い。また、Ⅰ－２段階では、ＳＩ 02 とＳＩ 06 で多く出土し、第１次調査範囲で

はＡグリッドのみで出土している。全段階で利用される土器片の型式等をみると、堀之内１式 32 点（50％）、

加曽利Ｂ式（１点）0.2％、縄文のみ 15 点（23.4％）、縄文＋紐線文＋条線文１点（0.2％）、条線のみ３点

（4.7％）、不明 12 点（18.8％）となり、堀之内１式と縄文のみを合わせた後期前葉が７割以上を占めること

となる。抉りの位置をみると、対向する方向に１対が 38 点（59.4％）、対向する方向に２対が１点（0.2％）、

１箇所のみ３点（4.7％）、対向する１対とその他１箇所が２点（3.1％）、その他・不明 19 点（29.7％）と

なる。完形資料の計測値をみると、重量の平均は 26.74 ｇで、15 ～ 35 ｇが多く利用される傾向にある。最

大長の平均は 47.90 ㎝で、40 ～ 55 ㎝が多く利用される傾向にある。

（３）土製円盤（第 74・79 図）

　土器片に２次加工が施され、主に円形及び隅丸方形状を呈するもので、土器片錘を除く。合計 115 点出土

した。段階別の出土点数をみると、表土（耕作土）と出土層位不明を除いた 87 点中、Ⅰ－１が３点（3.4％）、

Ⅰ－２が 12 点（13.8％）、Ⅱが２点（2.3％）、Ⅲが 32 点（36.8％）、Ⅳ－１が７点（8.0％）、Ⅳ－２が 31

点（35.6％）となり、Ⅲ、Ⅳ－２段階が多くなる。平面分布をみると、Ⅲ段階に２トレンチから多量に出土

しているのが特徴的である。全段階で利用されている土器片の時期をみると、堀之内１式７点（7.0％）、加

曽利Ｂ式 11 点（9.6％）、安行１式７点（6.1％）、安行２式２点（1.7％）、安行３a 式８点（7.0％）、安行

３ｂ式１点（0.9％）、前浦式１点（0.9％）、縄文のみ 10 点（8.7％）、縄文＋紐線文＋条線文４点（3.5％）、

紐線文＋縄文 15 点（13.0％）、条線のみ 30 点（26.1％）、無文３点（2.6％）、不明 15 点（13.0％）となり、

精製土器と粗製土器を合わせると後期後葉以降の割合が高くなる。利用する土器片の部位をみると、口縁部

が 23 点（20％）、胴部が 90 点（78.3％）、底部が２点（1.7％）となる。これを時期別でみると、口縁部は

後期前葉２点（8.7％）、後期中葉２点（8.7％）、後期後葉 14 点（60.9％）、晩期 5点（21.7％）で、胴部は

後期前葉 15 点（16.7％）、後期中葉 12 点（13.3％）、後期後葉 10 点（11.1％）、晩期 38 点（42.2％）、不明
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第81図　耳飾実測図
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第82図　有孔円盤実測図

(１:２) 10cm０

第83図　ミニチュア土器・その他の土製品実測図
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表12　石器属性表　※「石材備考」の数値は比重を示す

挿図

№

遺物

№

調査

次数

旧挿図

№

グリッド

遺構

取上

№

取上

層位
層備考 段階 種別 石材 石材備考 被熱 遺存 長さ(㎜) 幅(㎜) 厚さ(㎜) 重量(ｇ)

88 1 2 34-1 西貝外 不明 不明 尖頭器 ガラス質黒色安山岩 大洗　　　　　2.67 基部一部欠損 (41.7) 16.7 6.9 5.0

88 2 1 98-57 Ｂ34 0027 4 Ⅳ-１ 石鏃 チャート 先端部欠損 (27.0) 24.8 4.5 2.6

88 3 1 98-59 Ａ48 0026 4 混貝、西壁 Ⅰ-２ 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰 完形 14.6 13.3 2.6 0.6

88 4 2 34-3 SI-2 0005 Ⅰ-２ 石鏃 黒曜石 神津 先端部一部欠損 (18.1) 15.8 4.3 0.7

88 5 2 34-5 SI-2 0298 Ⅰ-２ 石鏃 チャート ○ 両逆刺欠損 (18.9) (12.1) 3.7 0.8

88 6 2 34-4 11T 0004 2層貝層内 Ⅰ-２ 石鏃 チャート 多摩川 先端部欠損、一端の逆刺の先端部欠損 (19.9) (17.9) 6.6 1.7

88 7 2 34-8 2T 0011 2 Ⅲ？ 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰 茎部欠損 (19.5) 12.5 5.0 0.9

88 8 2 34-7 東貝外 不明 不明 石鏃 チャート 茎部一部欠損 (20.6) 14.4 4.1 1.0

88 9 2 34-6 2T 0064 覆土中 不明 石鏃 チャート 茎部欠損 (32.0) (17.9) 9.9 (2.0)

88 10 2 34-2 西貝外 不明 不明 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰 完形 21.6 (10.1) 4.4 1.1

88 11 2 34-9 2T 0068 貝層中 Ⅲ？ 石錐 硬質頁岩 完形 18.0 9.1 5.2 0.8

88 12 1 98-60 Ｄ35 0003 1 表土 石錐 硬質細粒凝灰岩 相模川 完形 30.7 16.6 9.8 3.9

88 13 3 9-1 表採 表土 表土 石錐 メノウ 完形 36.0 12.2 4.1 1.5

88 14 1 98-61 Ｅ33 0006 3 混貝 Ⅰ-２ 石錐 硬質頁岩 完形 47.8 21.8 8.9 9.0

88 15 1 97-46 Ｄ61 0023 3 混土貝 Ⅲ 二次加工ある剥片 頁岩 完形 75.4 51.9 19.4 67.6

88 16 2 34-11 5T 0003 2ｃ Ⅳ-２ 楔形石器 チャート 完形 30.8 22.5 9.0 7.3

88 17 2 35-18 4T 0003 1 表土 石核 硬質頁岩 36.0 63.4 37.5 76.6

88 18 2 35-19 5T 0002 2 Ⅲ？ 石核 チャート 2.65 ○ 57.7 42.2 40.6 106.3

89 19 1 A08 0018 4 混貝 Ⅱ 打製石斧 ホルンフェルス 完形 84.0 33.2 15.4 55.3

89 20 1 A16 0021 不明 不明 打製石斧 ホルンフェルス 完形 66.2 56.7 20.0 108.4

89 21 1 96-35 Ａ07 0002 2 混貝 Ⅲ 打製石斧 砂岩 完形 100.1 67.1 23.2 144.6

89 22 2 35-20 SI-2 0168 Ⅰ-２ 打製石斧 砂岩 一端欠損 (158.1) (92.7) 25.1 354.8

89 23 2 35-21 東貝外 0002 不明 不明 打製石斧 砂岩 完形 79.7 72.4 31.6 161.9

89 24 1 96-34 A35 0005 2、下部 不明 打製石斧 安山岩 ○ 完形 89.2 63.6 29.7 220.0

89 25 1 96-38 C64 0007 5 黒色 Ⅰ－１ 打製石斧 粘板岩 完形 100.6 37.1 13.4 79.5

89 26 3 11-1 表採 表土 表土 打製石斧 砂岩 ○ 完形 100.7 62.9 19.4 175.2

89 27 3 11-2 表採 表土 表土 打製石斧 砂岩 基部以上の一端が欠損 64.1 75.6 20.6 114.6

89 28 2 35-22 1T 0002 表土 表土 磨製石斧 砂岩 完形 70.1 41.7 13.9 64.1

89 29 3 10-3 表採 表土 表土 磨製石斧 緑色岩 3.0（秩父ではない） 完形 81.8 44.2 24.8 146.3

89 30 1 97-45 Ｄ71 0003 2 Ⅲ 磨製石斧 変質閃緑斑岩 三面 ○ 基部側欠損 (64.7) 49.0 28.2 150.0

90 31 3 10-4 表採 表土 表土 磨製石斧 緑色岩 秩父 完形 149.0 59.7 26.5 344.3

90 32 2 35-23 表採 表土 表土 磨製石斧 変質ドレライト 三面 刃部欠損 130.5 50.3 34.0 371.9

90 33 1 96-42 Ｄ75 0005 1 表土 磨製石斧 緑色岩 変ドレライト ○ 刃部側欠損 (80.4) 46.6 24.9 150.0

90 34 2 35-24 5T 0001 表土 表土 磨製石斧 蛇紋岩 2.83 刃部欠損 (69.6) (37.9) (20.8) 72.3

90 35 1 93-9 A06 0005 2 混貝 Ⅳ-２ 磨石 砂岩 一部欠損 87.6 68.6 38.7 330.0

90 36 1 93-12 C64 0011 5 黒色 Ⅰ－１ 磨石 多孔質安山岩 完形 130.4 85.5 51.3 530.0

90 37 1 95-28 C69 0008 2 茶褐色 Ⅳ-２ 磨石 砂岩 ○ 完形 108.9 65.4 47.8 470.0

90 38 1 94-16 C98 0018 4 Ⅲ 磨石 砂岩 完形 102.1 64.0 26.9 320.0

90 39 1 93-13 Ｃ88 0005 3 Ⅲ 磨石・敲石 安山岩 完形 104.1 80.2 45.7 400.0

90 40 1 95-26 Ｄ74 0005 2 混貝 Ⅲ 磨石 石英斑岩 完形 90.9 66.3 31.5 300.0

91 41 2 35-25 SI-6 0077 覆土内 Ⅰ-２ 磨石 石英斑岩 ○ 完形 111.2 77.8 41.2 548.4

91 42 1 94-14 Ｂ38 0006 3 Ⅳ-２ 磨石 多孔質安山岩 ○ 1/2 (71.9) 48.0 37.1 180.0

91 43 1 94-20 Ｃ84 0023 2、最下部 Ⅳ-２ 磨石 安山岩 1/2 (60.7) (41.1) 37.9 140.0

91 44 1 94-15 D64 0008 3 混土貝 Ⅱ 磨石 花崗岩 ○ 1/2 (73.6) (53.0) 35.9 230.0

91 45 2 35-26 5T 0003 表土 表土 磨石 変質ドレライト 丹沢 完形 (113.3) (62.3) (43.7) 437.4

91 46 3 19-2 15T 磨石 変質安山岩 完形 (61.9) 79.3 47.0 342.2

91 47 1 95-33 C94 0021 4 Ⅰ－１ 敲石 ホルンフェルス 完形 107.2 52.7 31.7 270.0

91 48 1 95-30 Ｅ04 0004 2 黒色混貝 Ⅰ-２ 敲石 流紋岩 ○ 完形 122.5 48.1 37.6 300.0

91 49 1 92-1 A08 0023 6 黒色土 Ⅰ－１ 石皿 多孔質安山岩 1/4 (128.9) (121.3) 67.1 1,130.0

91 50 1 92-2 Ｅ00 0010 3 混貝 Ⅱ 石皿 軟質凝灰質砂岩 破片 (127.6) (86.9) 46.6 528.0

92 51 7 12-41 10T 0029 12層 Ⅲ？ 石皿 多孔質安山岩 破片 (240.5) (100.8) 79.5 1,834.2

92 52 3 10-2 表採 表土 表土 石皿 富士玄武岩 掻き出し部側欠損 164.8 168.0 50.3 1,295.3

92 53 3 19-1 16T 不明 石皿 多孔質安山岩 破片 (127.9) (113.9) 51.6 559.4

92 54 7 12-43 10T 0021 12層 Ⅲ？ 石皿 軟質凝灰質砂岩 破片 (95.0) (82.5) 40.2 280.5

93 55 1 92-6 D43 0008 2 茶褐色 Ⅳ-２ 石皿 白雲母石英片岩 完形？ 214.5 77.8 52.0 1,400.0

93 56 7 12-42 表採 0028 表土 表土 石皿 多孔質安山岩 完形 192.0 125.9 69.0 1,514.1

93 57 1 97-43 Ｅ11 0011 4 Ⅰ-２ 砥石 軟質凝灰質砂岩 粒子の固結低い 完形 137.0 69.9 42.5 460.0

93 58 1 96-36 Ａ39 0009 6 Ⅰ－１ 砥石 軟質凝灰質砂岩 一部欠損 (117.3) 59.2 12.7 100.0

93 59 7 12-40 10T 0006 表土 表土 砥石 軟質凝灰質泥岩 完形 92.2 32.8 21.6 63.6

94 60 1 A58 0008 3 Ⅰ-２ 軽石製品 軽石 浮子 完形 89.6 67.9 51.9 88.2

94 61 1 Ｂ34 0030 4 Ⅳ-１ 軽石製品 軽石 完形 110.7 61.3 54.2 48.4

94 62 1 97-47 Ｄ75 0005 1 表土 独鈷石 緑色岩 完形 147.5 41.2 31.9 293.6

94 63 1 97-49 E03・13ベルト 0008 2 混貝（？） Ⅰ-２ 石剣 緑泥片岩 ○ 一端欠損 218.5 53.0 23.0 421.3

94 64 1 97-52 Ｂ33 0004 2 黄褐色 Ⅳ-２ 石剣 緑色岩 両端欠損 132.5 36.5 20.0 144.3

94 65 1 97-50 Ｄ44 0009 ５、上 Ⅰ-２ 石棒 緑色片岩 ○ 両端部欠損 (254.5) 35.9 30.3 450.0

94 66 1 97-51 Ｃ89 0008 2 黒褐色 Ⅳ-２ 石棒 点紋緑泥片岩 両端部欠損 (140.0) 36.7 28.4 290.0

94 67 7 表採 表土 表土 垂飾 ヒスイ 比重3.3 完形 13.9 10.0 6.0 1.6

94 68 7 表採 表土 表土 垂飾 メノウ 破片 (10.0) (8.4) (7.3) 0.5

69 2 34-10 13T 0001 表土 表土 石鏃 チャート 完形 38.9 25.2 10.5 9.6

70 2 西貝外 不明 不明 石鏃 黒曜石 神津 完形 21.8 18.3 4.0 1.0

71 1 98-58 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 神津島？ 先端部と逆刺一端欠損 (30.1) (16.9) 4.3 2.4

72 3 19-5 表採 表土 表土 石鏃 チャート 完形 21.2 17.3 5.0 1.5

73 3 9-10 表採 表土 表土 石鏃 ガラス質黒色安山岩 大洗 完形 17.9 14.2 3.5 0.8

74 3 9-11 表採 表土 表土 石鏃 水晶 2.6 完形 24.3 16.2 3.4 1.4

75 3 9-12 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰 逆刺の一端が欠損 19.1 16.0 2.5 0.6

76 3 9-13 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰 完形 24.2 18.3 4.3 1.4

77 3 9-14 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰赤交じり 完形 22.6 11.1 4.1 0.8

78 3 9-15 表採 表土 表土 石鏃 ガラス質黒色安山岩 大洗 完形 31.0 17.7 4.5 2.1

79 3 9-16 表採 表土 表土 石鏃 チャート 完形 22.6 16.2 4.0 1.0

80 3 9-17 表採 表土 表土 石鏃 チャート 先端部欠損 20.3 19.5 7.4 2.1

81 3 9-18 表採 表土 表土 石鏃 チャート 逆刺の一端が欠損 24.3 15.4 3.6 0.8

82 3 9-19 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 神津 完形 24.4 14.7 5.1 1.2

83 3 9-2 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 2.37（神津ではない） 逆刺の一端が欠損 38.9 22.8 6.8 3.5

84 3 9-3 表採 表土 表土 石鏃 ガラス質黒色安山岩 大洗 完形 14.1 12.6 4.1 0.5

85 3 9-4 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 先端部のみ遺存 13.2 12.4 2.9 0.4

86 3 9-5 表採 表土 表土 石鏃 珪質頁岩 完形 23.8 18.9 3.4 0.9

87 3 9-6 表採 表土 表土 石鏃 珪質頁岩 完形 23.1 17.0 3.5 0.8

88 3 9-7 表採 表土 表土 石鏃 ガラス質黒色安山岩 大洗 完形 20.1 15.1 2.9 0.6

89 3 9-8 表採 表土 表土 石鏃 チャート 完形 26.7 18.9 3.3 1.1

90 3 9-9 表採 表土 表土 石鏃 ガラス質黒色安山岩 大洗 完形 26.8 21.0 3.7 1.6

91 5 17-22 表採 表土 表土 石鏃 黒曜石 神津 完形 20.6 22.8 4.7 1.5

92 7 表採 10T付近 表土 表土 石鏃 黒曜石 霧ヶ峰 先端部一部欠損 (13.5) 13.1 3.5 0.5

93 1 C74 0011 3 茶褐色 Ⅳ-２ 石鏃未成品 チャート 先端部側の剥離が不調 37.0 20.8 11.2 6.9

94 1 不明 不明 不明 石匙 黒曜石 霧ヶ峰 先端部斜めに欠失 (15.8) (20.7) 6.3 1.6

95 2 34-15 13T 0001 表土 表土 削器 硬質頁岩 2.56 完形 36.8 44.2 11.6 17.2

96 1 Ｂ35 0007 3 Ⅳ-２ 二次加工ある剥片 チャート ○ 完形 24.6 38.1 12.7 8.8

97 1 C69 0008 2 茶褐色 Ⅳ-２ 二次加工ある剥片 硬質頁岩 完形 24.8 25.7 5.5 3.6

98 1 Ｅ33 0006 3 混貝 Ⅰ-２ 二次加工ある剥片 チャート 完形 27.1 34.0 10.1 8.4

99 2 1T.3T拡 0001 表土 表土 二次加工ある剥片 粘板岩 完形 46.4 39.3 4.7 13.6

100 2 1T.3T拡 0001 表土 表土 二次加工ある剥片 粘板岩 一端欠損 43.7 21.9 12.0 15.9

註　遺物№62の長さ、幅、厚さは、小澤清男2011「千葉県の独鈷石・独鈷石形土製品（３）－追加報告ならびに形態分類と編年的予

察－」『貝塚博物館紀要』第38号　千葉市立加曽利貝塚博物館　から引用した。
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挿図

№

遺物

№

調査

次数

旧挿図

№

グリッド

遺構

取上

№

取上

層位
層備考 段階 種別 石材 石材備考 被熱 遺存 長さ(㎜) 幅(㎜) 厚さ(㎜) 重量(ｇ)

601 2 4T 不明 不明 不明 軽石製品 軽石 ○ 破片か 35.7 30.2 22.4 11.7

602 2 7T 0002 一括 不明 軽石製品 軽石 ○ 完形 135.8 74.3 55.6 97.2

603 2 10T 0002 1 表土 軽石製品 軽石 完形 71.8 57.9 50.1 51.0

604 2 11T 0006 不明 不明 軽石製品 軽石 シラス 完形 47.7 28.6 18.1 6.7

605 2 11T 0008 Ａ2下 Ⅰ-２ 軽石製品 軽石 全体的に研磨され、一部皿状に窪む 45.9 24.6 14.6 2.8

606 2 11T 0053 Ａ2下 Ⅰ-２ 軽石製品 軽石 破片 20.3 17.0 12.4 1.4

607 2 13T 0003 表土 表土 軽石製品 軽石 シラス 完形 46.5 42.7 32.2 13.7

608 2 13T 0003 表土 表土 軽石製品 軽石 シラス 完形 42.6 27.0 16.8 2.3

609 1 ＳＫ015（Ａ24）　 0032 5 Ⅰ-２ 石棒 軟質凝灰質泥岩 一端欠損、中央部で折損 180.0 33.2 25.1 168.6

610 1 ＳＫ015（Ａ24）　 0075 18 Ⅰ-２ 石棒？ 軟質凝灰質泥岩 一端欠損 (52.2) 28.5 26.8 29.6

611 1 97-54 A64 0002 1 表土 石棒 緑色片岩 ○ 両端部欠損 (54.9) 34.9 29.0 100.0

612 1 Ｂ33 0016 4 Ⅳ-１ 石棒 点紋緑泥片岩 ○ 両端欠損。片面欠損？ (55.8) 49.6 16.7 74.9

613 1 Ｂ35 0004 2 黄褐色 Ⅳ-２ 石棒 緑泥片岩 両端欠損 (49.6) 38.4 18.4 54.8

614 1 C68 0008 不明 不明 石棒 白雲母石英片岩 ○ 両端、表面の一部以外欠損 (134.6) (84.4) (46.1) 771.3

615 1 C78 0006 2 茶褐色 Ⅳ-２ 石棒 白雲母石英片岩 ○ 両端、表面の一部以外欠損 (103.5) (53.2) (42.2) 277.2

616 1 Ｄ71 0029 3 Ⅱ 石棒 白雲母石英片岩 ○ 全面欠損 (110.1) (48.4) (30.5) 183.1

617 1 97-53 Ｄ71 0029 3 Ⅱ 石棒 点紋緑泥片岩 ○ 両端部欠損 (82.3) 48.6 47.0 310.0

618 1 Ｄ75 0013 2 茶褐～黒褐 Ⅲ 石棒 粘板岩 ○ 両端、表面の一部以外欠損 (76.8) 39.2 (12.5) 32.0

619 1 97-56 Ｅ10 0005 3 Ⅱ 石棒 緑色岩 ○ 両端部欠損 (86.0) 36.7 24.7 135.0

620 1 不明 0026 不明 不明 石棒 白雲母石英片岩 両端、表面の一部以外欠損 (63.5) (23.4) (12.5) 20.6

621 1 Ａ04 0003 2 混貝 Ⅲ 石棒？ 粘板岩 ○ 表面が剥落 (120.1) (38.2) (9.5) 37.0

622 1 Ａ27 0013 5 黒色 Ⅰ-２ 石棒？ 軟質凝灰質泥岩 両端欠損 (66.2) 44.6 41.7 124.2

623 1 Ａ84 0002 2 不明 石棒？ 粘板岩 2.7 一部を除いて欠損 (45.1) (11.9) (5.9) 3.1

624 1 C97 0004 3 混貝 Ⅲ 石棒？ 粘板岩 ○ 全面欠損 (49.3) (36.2) (5.2) 8.5

625 1 Ｄ62 0005 2 混貝 Ⅲ 石棒？ 軟質凝灰質泥岩 一端欠損 (66.2) 27.0 25.9 59.0

626 1 Ｄ62 0012 4 混土 Ⅲ 石棒？ 軟質凝灰質泥岩 一端欠損 (61.4) 25.7 22.4 38.6

627 1 Ｄ82 0002 2 混貝　黒色 Ⅲ 石棒？ 白雲母石英片岩 一端欠損、表面一部剥落 (59.0) 16.0 13.7 22.7

628 2 SI-6 0021 覆土内 Ⅰ-２ 石棒 白雲母石英片岩 一端欠損 (71.1) 27.1 26.1 89.0

629 2 SI-6 0147 覆土内 Ⅰ-２ 石棒 緑泥片岩 破片 51.2 31.6 12.8 24.4

630 2 1T 0001 表土 表土 石棒 緑泥片岩 基部側欠損 99.7 38.9 30.2 150.6

631 2 2T 0066 2 Ⅲ？ 石棒 緑泥片岩 両端欠損 (63.4) 16.2 7.0 11.7

632 2 5T 0002 2 Ⅲ？ 石棒 緑色片岩 破片 24.1 14.9 5.1 1.9

633 2 5T 0003 2ｃ Ⅳ-２ 石棒 ホルンフェルス 破片 39.8 22.6 5.3 3.9

634 2 13T 0001 表土 表土 石棒 点紋緑泥片岩 破片 (38.7) (14.3) (12.2) 16.1

635 2 13T 0003 表土 表土 石棒 白雲母石英片岩 ○ 両端部欠損 (127.9) 36.6 28.3 238.8

636 2 西貝層 不明 Ⅰ-２ 石棒 粘板岩 破片 (39.2) 24.5 (4.8) 5.3

637 2 西貝層外 不明 不明 石棒 点紋緑泥片岩 ○ 両端と二側面欠損 (180.5) (67.0) 61.8 1,030.4

638 2 東表 表土 表土 石棒 石英斑岩 ○ 両端と片面欠損 (45.3) 83.2 (62.7) 380.8

639 7 表採 10T付近 表土 表土 石剣 点紋緑泥片岩 ○ 両端部欠損 (67.3) 33.4 16.1 60.5

640 1 99-65 Ｃ85 不明 不明 不明 垂飾？ 緑泥片岩 破片 33.8 25.4 3.4 4.4

641 2 13T 0004 サブトレ 不明 垂飾 透閃石岩 2.96 完形 27.2 15.8 7.7 4.8

642 1 A64 0004 2 Ⅰ-２ 原石 滑石 58.8 58.6 21.2 66.1

643 2 13T 1.3.北貝層 サブトレ 不明 硯 粘板岩 (71.6) (46.6) 10.2 173.9

表12　（つづき）

ｗ（12）独鈷石（第 94 図 62） 

　第１次調査Ｄ 75 グリッドの耕作土から１点出土した。小澤氏により再実測及び計測等の観察がなされて

おり、その実測図を転載する（小澤 2011）。緑色岩の礫を素材とし、敲打・研磨により上下対称形の形態を

作出する。括れ部を挟んだ一方の端部（図の下側）の両面ともう一方の端部（図の上側）の片面に窪みが認

められる。
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（13）垂飾（第 94 図 67、68）

　４点出土しているが、出土層位が明確なものはない。67、68 は 10 トレンチ付近の表採資料である。67 は

ヒスイ製の完形品である。68 はメノウ製で穿孔部で欠損している。

４　石器石材分析

　肉眼および実体顕微鏡（20 倍）で観察し、岩石種名を判定した。また、一部石器については比重を計測し、

岩石種の判定基準に利用した。比重の計測方法はアルキメデスの原理を用いた。

（１）各岩石の判定基準

１．砂岩：石英粒を主とする砂粒（粒径 1/16 ～ 2mm）から構成される。

２．ホルンフェルス：頁岩・粘板岩起源の接触変成作用を受けたもののみを対象とする。ほぼ同じ大きさの

円もしくは楕円の模様（点紋：菫青石・紅柱石・黒雲母）が一面に認められるもの、点紋は認められないが

等粒状の微小な黒雲母で覆われているもの、割れ口の色が赤紫色を帯びているものなどある。頁岩・粘板岩

とは連続的に変化するため明確に分けることができない場合がある。

３．頁岩：中・古生層起源のものを対象とする。極めて細粒の砕屑粒子である泥 ( 粒径 1/16mm ～ 1/256mm

のシルトおよび 1/256mm 以下の粘土 )から構成される。暗灰色～黒色のものが多く、細粒で粒子が認められ

ない。厳密には平らな面で割れる性質を有する泥岩を指すが、平らな面で割れる性質を有しない泥岩も含め

ることにする。


